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市
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の
よ
う
な
活
気
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一 筆 お 礼 ま で

news letter「サムスンからの手紙」に関するお問い合わせ
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　本号の対談取材のため、久しぶりに韓国を訪れました。ソウ

ルは今、ひと月もたてば町の様子が変わってしまうといわれる

ほど、変化の真っ只中にあります。日本で放映される韓流時代

劇ドラマで見るような、昔ながらの路地を目にすると、少しほ

っといたします。

　サムスン電子副会長の李潤雨は、サムスン電子創業当時から

日本との深いご縁をいただいているひとりです。これまでの大

きなご支援に感謝し、グローバル時代を生きるサムスンとして

「オープンパートナーシップ」を提唱します。食事を挟んで数

時間にも及んだ福島敦子さんとの対談。皆さまへの感謝と、こ

れからのさらなる関係強化への願いが伝わりましたでしょうか。

　さて、今年もまた9月から「日本サムスン・ボランティアデ

ー」が始まります。“まずやってみよう”を合言葉に全役職社

員が参加した昨年のボランティア活動では、社員一人ひとりが

日本社会の一員として地域に貢献する意義を学びました。何よ

りボランティアは、参加する自分たちも楽しいもの。今年は意

気込みもさらに高く、どんな活動が企画されるのか我々自身も

楽しみにしております。活動の模様は本誌で報告させていただ

きます。

■「サムスンからの手紙」へのご意見、ご感想を下記までお寄

※記載されている会社名／製品名などは各社の商標または登録商標です。

と
も
に
歩
む
　
そ
の
４

日
本
採
用
の
新
入
社
員
が
登
場

１
９
８
０
年
代

　
１
９
８
３
年
、
サ
ム
ス
ン
は

韓
国
初
の
64
Ｋ
（
キ
ロ
）
Ｄ
Ｒ

Ａ
Ｍ
の
開
発
に
成
功
し
た
。

　
「
天
然
資
源
の
な
い
韓
国
が

生
き
残
る
に
は
、
ハ
イ
テ
ク
事

業
し
か
な
い
」。
77
年
、
現
在

の
李
健
煕
（
イ
・
ゴ
ン
ヒ
）

会
長
が
、

私
財
を
投
じ
て
半
導
体
事
業
を

興
し
て
わ
ず
か
６
年
。
こ
の
出

来
事
が
、
後
の
サ
ム
ス
ン
電
子

の
中
核
事
業
を
決
定
付
け
た
。

　
同
じ
年
、
日
本
で
は
半
導
体

製
造
装
置
の
韓
国
向
け
輸
出
が

始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
今
日
で

も
日
本
サ
ム
ス
ン
の
重
要
な
役

割
の
一
つ
で
あ
る
。

　
75

年
に
法
人
化
さ
れ
た
サ

ム
ス
ン
ジ
ャ
パ
ン
は
、
業
務
の

広
が
り
と
と
も
に
規
模
を
拡
大
。

86

年
に
は
、
日
本
で
の
新
入

社
員
の
採
用
を
正
式
に
開
始
し

た
。
日
本
で
の
認
知
度
が
少
し

ず
つ
高
ま
る
に
つ
れ
、
ア
ジ
ア

の
懸
け
橋
と
し
て
貢
献
し
た
い

と
、
優
秀
な
人
材
が
会
社
の
門

を
た
た
い
た
。
　

　
定
期
採
用
の
一
期
生
と
し
て

入
社
し
た
社
員
は
語
る
。

　「
数
人
の
枠
に
50
人
以
上
が

応
募
。
当
時
の
勢
い
は
す
ご
か

っ
た
。
事
務
所
の
電
話
は
鳴
り

っ
ぱ
な
し
で
、
大
声
を
出
さ
な

い
と
会
話
が
で
き
な
い
。
ま
る

で
市
場
の
よ
う
な
活
気
が
あ
り

ま
し
た
」

　
仕
事
へ
の
こ
だ
わ
り
と
情
熱

は
、
時
と
し
て
思
わ
ぬ
方
向
に

表
れ
た
。
意
見
が
食
い
違
っ
た

社
員
が
、
怒
鳴
り
あ
い
の
大
ゲ

ン
カ
。
相
手
が
上
司
で
あ
ろ
う

と
後
に
は
引
か
な
い
。
意
見
の

ぶ
つ
か
り
合
い
は
深
夜
に
及
ん

だ
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
サ
ム
ス
ン
ジ
ャ
パ
ン
は
、
今

後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
―
―
。

そ
の
期
待
と
確
信
が
、
社
員
の

や
る
気
を
支
え
て
い
た
。

　
し
か
し
、
口
論
を
し
て
も
数

分
後
に
は
お
互
い
カ
ラ
ッ
と
笑

え
る
明
る
い
社
風
。
先
輩
は
厳

し
い
が
、
公
私
を
問
わ
ず
徹
底

し
て
後
輩
の
面
倒
を
み
る
。
人

は
代
わ
り
、
会
社
の
規
模
は
大

き
く
な
っ
て
も
、
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
は
保
た
れ
て
い
た
。

　
李
秉
●
（
イ
・
ビ
ョ
ン
チ
ョ
ル
）

前

会
長
は
、
80

年
代
も
頻
繁
に

来
日
し
た
。
社
員
を
指
導
す
る

傍
ら
、
日
本
企
業
の
リ
ー
ダ
ー

を
訪
ね
、
人
脈
を
広
げ
た
。「
日

本
の
お
客
様
を
大
切
に
し
な
さ

い
」
が
口
癖
だ
っ
た
。

　
あ
る
日
、
李
前
会
長
は
顧
客

と
ゴ
ル
フ
の
約
束
を
し
て
い
た

が
朝
か
ら
大
雨
。
部
下
は
「
今

日
は
中
止
だ
ろ
う
」
と
考
え
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
李
前
会
長

は
出
か
け
る
準
備
を
始
め
た
。

　
「
こ
こ
が
雨
で
も
、
お
客
様

の
住
む
場
所
は
晴
れ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
貴
重
な
時
間
を

割
い
て
く
だ
さ
る
お
客
様
に
無

駄
足
を
踏
ま
せ
て
は
い
け
な
い
」

　
自
分
よ
り
も
ま
ず
相
手
を
思

い
や
る
気
持
ち
。
日
本
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
サ
ム
ス
ン
は
少

し
ず
つ
知
名
度
を
高
め
、
取
引

先
も
増
え
て
い
っ
た
。

　
87

年
、
李
前
会
長
が
亡
く

な
り
、
李
健
煕
会
長
が
就
任
。

翌
88
年
に
は
サ
ム
ス
ン
創
立

50

周
年
で
李
会
長
が
「
第
２

創
業
」
を
宣
言
し
、
サ
ム
ス
ン

グ
ル
ー
プ
の
変
革
を
訴
え
た
。

　
数
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
日

本
で
の
新
入
社
員
の
正
式
採
用

も
、
年
を
追
う
ご
と
に
人
数
が

増
加
。
半
導
体
製
造
装
置
や
電

子
部
品
の
取
引
は
ま
す
ま
す
活

発
化
し
、
89

年
に
サ
ム
ス
ン

電
子
ジ
ャ
パ
ン
が
設
立
さ
れ
た
。

　
サ
ム
ス
ン
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
事
業
を
日
本
か
ら
懸
命
に

支
え
な
が
ら
、
怒
と
う
の
90

年
代
へ
と
突
入
し
て
い
く
。

80
年
代
の
業
務
風
景

サムスンジャパンの新入社員は、韓国で

研修を受けた


